
校長室から（４） 

６月２７日に例年よりも 3 週間ほど早い梅雨明けを迎え、猛

暑が続いております。子どもたちは、コロナ対策と熱中症対策の

両立を図りながら、学校生活を送っています。先週より、登下校

の際には、暑さ対策とコロナ対策（距離を取ってマスクを外す 

会話はしない）として、首周りの保冷、日傘（黄色）等での遮光

に取り組んでいる様子が多く見られるようになりました。保護

者の皆様のご協力をいただきましてありがとうございます。 

熱中症対策について、次のように対応していきますのでよろし

くお願いいたします。 

※ 熱中症が心配される登下校、屋外での活動（体育、休み時間）

等には、マスクをとるように指導します。 

※ マスクを外す時は、引き続き、距離を取る、会話はしないこ

とを指導します。 

※ マスクを外さないことに対して、児童同士が非難すること

がないよう併せて指導します。 

ご家庭でもお声がけをいただけるとありがたいです。 

7 月 5 日の放送朝会では、七夕にちなんで、「夢をもつこと」についてお話ししました。 

五軒健児には「夢に向かってチャレンジする」という目標があります。 

トップアスリートと呼ばれる人達（イチローさん、北島康介さん、石川遼さん、石川佳純さん）が 6年生の

時に書いた作文を紹介しました。小学生のうちに具体的な夢や目標をしっかりと思い描いて、それを実現し

ようと本気になって毎日練習を重ねていたことがわかったようです。また、大谷翔平さんは、野球だけでは

なく，「感謝」，「思いやり」，「礼儀」，「愛される人間」（になる）」ということを心がけており、人としてど

う生きたらよいかを教えてくれています。どんなことも前向きな気持ちで頑張る、そんな美しい姿や行動の

積み重ねが、自分の心を強くします。この心の強さは、自分の夢をかなえる原動力になると信じています。 

五軒小学校の子どもたちが自分の夢について、五軒 Twitter にたくさん応募してくれました。準備ができ次

第お知らせいたします。 

 

7 月 12 日 水戸市立五軒小学校長 大谷 栄子 


